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Chapter4　科学・教育と映像(2)　映像と教育　
1.携帯電話の絵文字

　　言語文字だけでは伝えきれない情緒的なメッセージを絵によって伝える方法の模索

2.アイコニックサイン/ピクトグラムの利用
　　絵文字等によって意味の伝達を図る方法
3.日本語のかな漢字まじり文の特性
－アルファベット型の文字と、いわゆる象形文字、世界にはこの二つの型の文字がある。そのなかでも、日本語は、両者の文字を併用し、しかも音訓読みがあるという意味で特殊である。中国、韓国に音訓読みはない。これはいわゆる日本特殊論という意味での「特殊」ではない。生物学的な事実として特殊である。なぜなら、日本語の読みにおいては、かなと漢字とは、大脳皮質の別の部位で読まれることが、ほぼ明らかにされているからである。かなはアルファベットを読む場合と同じ部位で読まれる。しかし、日本語を使う日本人の場合、文中の漢字は、それとは別の部位で読まれる。日本語使いは、脳の二か所を使って、文を読む。　　　

　養老孟司『臨床読書日記』(文春文庫)コンピュータ社会と漢字　pp.23-27　より
4.舞踊譜

　舞踊譜：舞踊の振り付けの記録方法。音楽における五線譜に相当する。コンピュータでの舞踊記述方式として再び注目されつつある。

参考サイト(1)神戸大学服部元史氏「舞踊譜Labanotationに基づくｺﾝﾋﾟｭｰﾀ内での動作記述方法」

http://www.r.cs.kobe-u.ac.jp/~hattori/powerpoint/FieldSymbol31may01/sld001.htm
(2) Digital Art Factory「3次元ディジタル舞踊譜の開発」
http://www.warabi.or.jp/daf/buyo2.html
舞踊譜Labanotationの例（上記(1)ｻｲﾄより）　　ピクトグラムの例
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.fontworks.co.jp/typography_jiji_1997_008.htmlより

5.参考上映「科学と映像の世界」（1984　岩波映像製作所/文化・記録映画ベスト100）
6.エドガー・デール「映画の特性」
　 a. 動きを含む意味を提示できる　 b. ＿＿＿＿＿を集中させる　 c. 現実感を高める
　 d. 時間を＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿できる　 e. 遠い＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿も教室の中に持ち込める
　 f. 出来事も再生容易なかたちに記録できる　 g. 事物のサイズを広げたり縮めたりできる
　 h. 肉眼には見えない過去を提示できる　 i. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿をつくりあげる
　 j. 態度に影響を与え変容させることができる　 k. 抽象的な関係の理解を促進できる
　 l. 十分な＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を与える
　 Edgar Dale “Audio-Visual　Methods　in Teaching” 1946→1954改→1969改

7.　平沢茂「メディアの機能」
　 1. 伝え合う　 2. 伝える　 3. 活動の様子を見せる　 4. 説明する・発表する
　 5. 記録・整理する　 6. 動機づける　 7. 決めさせる・計画させる　 8. 思い出させる・確かめる
　 9. 観察させる　10. 環境設定・雰囲気づくり　11. 評価させる　12. 気づかせる
　13. ゆさぶりをかける　14. 疑似体験・体験させる　15. 予想・想像させる
平沢茂「生活科におけるメディア活用の意義」1993年日本視聴覚教育学会・日本放送教育学会合同シンポ報告書　p.11-20
8.　伊藤敏朗「メディアの4つの特性」
1. ＿＿＿＿＿＿＿＿：事物や事象を具体的に理解・把握させ、想像力を喚起する特性（参照機能）
2. ＿＿＿＿＿＿＿＿：感性的・感情的影響をあたえ、動機づけとなる特性（情動機能）
3. ＿＿＿＿＿＿＿＿：言語メッセージに比べ、対応する概念との関係がゆるやかで多義的であるという特性
4. ＿＿＿＿＿＿＿＿：時間軸に添ったシーケンシャルな表現により、時間的観念や感動が与えられる特性
注）リダンダンシー（冗長度）：映画やテレビなど、ある時間をかけてシーケンシャルに展開する表現形式においては、受け手の時間が強制的に束縛される。「本」を読む速度は可変的かつ跳躍や反復が自在、通覧性や検索効率が高いことにたいして、映像メディアはそのような自由さも乏しい。一方でリダンダンシーは、受け手に対して、まとまった時間的観念や感動を与えるための重要な仕掛けでもある。

伊藤敏朗「大学図書館における視聴覚サービス論と映像メディアの特性」日図協『現代の図書館』 Vol.32,No.3(1994.9),pp.173-180
	9.エドガー・デール「経験の円錐」

　“Audio-Visual　Methods　in Teaching” 1946→54改→69改

　デール（Edgar Dale）は1946年、有名な「　　　　　　　　　」という図を示し、人間の認知は直接的・具体的な経験から、種々の抽象化を経て、最後に最も抽象的な言語象徴すなわち「概念化」に達すると説明した。現在ではこの図は、多様な教育メディアを活用することによって、この円錐の上昇方向（具体から抽象へ）と、下降方向（抽象から具体へ）の両方向への動きが活発に行われることで教育的に豊かな経験となる、といった説明に用いられる。　
野田一郎編著「視聴覚教育」1988東京書籍p15-16

	　　　経験の円錐：Cone of Experience 
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http://www.edogawa-u.ac.jp/~aitikawa/commu/mass11.htmlより


10.ブルーナーの認知論

Jerome Bruner:アメリカの著名な心理学者
シャロム・ブルーナーは、人間の思考は
①＿＿＿＿＿＿＿を基にするもの
②＿＿＿＿を基にするもの
③＿＿＿＿を基にするもの
から成り立つとし、個別の経験が概念化され、概念によって個別の現象に当たって概念を豊かにしていく、と説明した。

なかのてるみ　仮想現実の教育的意義具体性と抽象性の再吟味「視聴覚教育」 Vol.47 No7 p.40-1 199
いずれにせよ、画像メッセージの果たす　　　　　　　　　　　　　　　　　な把握と、文字・言語メッセージが含む　　　　　　　　　　　　　　　　　　な把握とがあいまって、学習者のより深い理解が獲得されるということは認められてよい。これが視聴覚教育の機能論的な立場である。
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2.アイコニックサイン/ピクトグラムの利用

　　絵文字等によって意味の伝達を図る方法
3.日本語のかな漢字まじり文の特性
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　養老孟司『臨床読書日記』(文春文庫)コンピュータ社会と漢字　pp.23-27　より
4.舞踊譜

　舞踊譜：舞踊の振り付けの記録方法。音楽における五線譜に相当する。コンピュータでの舞踊記述方式として再び注目されつつある。

参考サイト(1)神戸大学服部元史氏「舞踊譜Labanotationに基づくｺﾝﾋﾟｭｰﾀ内での動作記述方法」
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5.参考上映「科学と映像の世界」（1984　岩波映像製作所/文化・記録映画ベスト100）
6.エドガー・デール「映画の特性」
　 a. 動きを含む意味を提示できる　 b. 　注意　を集中させる　 c. 現実感を高める
　 d. 時間を　速めたり遅くしたり　できる　 e. 遠い　過去も現在も　教室の中に持ち込める
　 f. 出来事も再生容易なかたちに記録できる　 g. 事物のサイズを広げたり縮めたりできる
　 h. 肉眼には見えない過去を提示できる　 i. 　共通な経験　をつくりあげる
　 j. 態度に影響を与え変容させることができる　 k. 抽象的な関係の理解を促進できる
　 l. 十分な　審美的経験　を与える
　 Edgar Dale “Audio-Visual　Methods　in Teaching” 1946→1954改→1969改
7.　平沢茂「メディアの機能」
　 1. 伝え合う　 2. 伝える　 3. 活動の様子を見せる　 4. 説明する・発表する
　 5. 記録・整理する　 6. 動機づける　 7. 決めさせる・計画させる　 8. 思い出させる・確かめる
　 9. 観察させる　10. 環境設定・雰囲気づくり　11. 評価させる　12. 気づかせる
　13. ゆさぶりをかける　14. 疑似体験・体験させる　15. 予想・想像させる
平沢茂「生活科におけるメディア活用の意義」1993年日本視聴覚教育学会・日本放送教育学会合同シンポ報告書　p.11-20
8.　伊藤敏朗「メディアの4つの特性」
1. ＿イマジネーション＿＿：事物や事象を具体的に理解・把握させ、想像力を喚起する特性（参照機能）
2. ＿モティベーション＿＿：感性的・感情的影響をあたえ、動機づけとなる特性（情動機能）
3. ＿アナロジカル＿＿：言語メッセージに比べ、対応する概念との関係がゆるやかで多義的であるという特性

4. ＿リダンダンシー＿＿：時間軸に添ったシーケンシャルな表現により、時間的観念や感動が与えられる特性
注）リダンダンシー（冗長度）：映画やテレビなど、ある時間をかけてシーケンシャルに展開する表現形式においては、受け手の時間が強制的に束縛される。「本」を読む速度は可変的かつ跳躍や反復が自在、通覧性や検索効率が高いことにたいして、映像メディアはそのような自由さも乏しい。一方でリダンダンシーは、受け手に対して、まとまった時間的観念や感動を与えるための重要な仕掛けでもある。

伊藤敏朗「大学図書館における視聴覚サービス論と映像メディアの特性」日図協『現代の図書館』 Vol.32,No.3(1994.9),pp.173-180
	9.エドガー・デール「経験の円錐」

　“Audio-Visual　Methods　in Teaching” 1946→54改→69改

デール（Edgar Dale）は1946年、有名な
「　経験の円錐　」という図を示し、人間の認知は直接的・具体的な経験から、種々の抽象化を経て、最後に最も抽象的な言語象徴すなわち「概念化」に達すると説明した。現在ではこの図は、多様な教育メディアを活用することによって、この円錐の上昇方向（具体から抽象へ）と、下降方向（抽象から具体へ）の両方向への動きが活発に行われることで教育的に豊かな経験となる、といった説明に用いられる。　

野田一郎編著「視聴覚教育」1988東京書籍p15-16
10.ブルーナーの認知論

Jerome Bruner:アメリカの著名な心理学者
人間の思考は
①　行為（動作）　を基にするもの
②　映像　を基にするもの
③　言語　を基にするもの
から成り立つとし、個別の経験が概念化
され、概念によって個別の現象に当たって
概念を豊かにしていく、と説明した。

なかのてるみ　仮想現実の教育的意義具体性と抽象性の
　　再吟味「視聴覚教育」 Vol.47 No7 p.40-1 199
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　いずれにせよ、画像メッセージの果たす　　具体的・感性的　　な把握と、文字・言語メッセージが含む　　抽象的・理性的　　な把握とがあいまって、学習者のより深い理解が獲得されるということは認められてよい。これが視聴覚教育の機能論的な立場である。
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Chapter4　科学・教育と映像(2)　映像と教育　

　デール（Edgar Dale）は1946年、有名な「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」という図を示し、人間の認知は直接的・具体的な経験から、種々の抽象化を経て、最後に最も抽象的な言語象徴すなわち「概念化」に達すると説明した。現在ではこの図は、多様な教育メディアを活用することによって、この円錐の上昇方向（具体から抽象へ）と、下降方向（抽象から具体へ）の両方向への動きが活発に行われることで教育的に豊かな経験となる、といった説明に用いられる。　
【授業への感想・意見などを必ずお書きください（必須）】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
